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進捗報告（資⾦分配団体） 
 
● 提 出 ⽇ ： 2022 年 10 ⽉ 31 ⽇ 
● 事 業 名 ： 市⺠社会強化活動⽀援事業（Pecs）  
● 資⾦分配団体 ： NPO 法⼈まちぽっと 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成 
時期 

現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

1.実⾏団体が複数の
団体と連携、協⼒し
て 事 業 活 動 を 進 め
る。 

①連携・協⼒団体の数や
属性 
②連携・協⼒団体とのつ
ながり⽅ 

10 段階で⽬標値を
置く/事業の実施で
地域の団体などとど
のようなつながりが
⽣じたか。 

2023年3
⽉ 

・全ての実⾏団体で連携・協⼒団体数が増えて
おりその内容も多様化している 
・複数の実⾏団体で他団体と事業協⼒がなさ
れ継続している 

２ 

2.実⾏団体による事
業活動を、当事者を
はじめ多様な参加・
参 画 の も と に 進 め
る。 

2.実⾏団体による事業活
動を、当事者をはじめ多
様な参加・参画のもとに
進める。 

10 段階で⽬標値を
置く/事業の実施で
当事者がどのように
参加したか。 

2023年3
⽉ 

・複数の実⾏団体で参加者数が増加している 
・複数の実⾏団体で継続した参加者（リピータ
ー）が増加している 
・コロナの影響により活動を⾃粛し、実施でき
ない事業も⼀部の実⾏団体であった 

２ 
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3.実⾏団体による事
業活動により改善が
必要な公共政策・制
度的な課題を明らか
にし整理する。 

①公共政策・制度的への
ニーズは明らかになった
か 
②公共政策・制度的な課
題は明らかになったか 
③緊急対策としての必要
な公共政策・制度的なニ
ーズは明らかになったか
（8 団体） 

3 段階で⽬標値を置
く/事業の実施後協
同・公共的な実績が
⽣じたか。 

2023年3
⽉ 

・複数の実⾏団体で公共政策・制度的へのニー
ズ、課題が明らかにできた 
・複数の実⾏団体で公共政策・制度的な問題点
が整理できた 
・複数の実⾏団体で緊急⽀援により公共政策・
制度的ニーズ、課題が明らかにできた 
・⼀部の実⾏団体で関係⾃治体などへの政策
提案の準備がなされた 

２ 

4.実⾏団体が⾃らの
事業活動をふり返り
（評価）次の⽬的・⽬
標を明確化する。 

①事業の⽬的・⽬標の重
要性や課題が明らかにな
ったか 
②リスク管理、緊急⽀援
のあり⽅や課題が明らか
になったか（8 団体） 

3 段階で⽬標値を置
く/事業の実施後⽬
的・⽬標が達成され
たか。 

2023年3
⽉ 

・多くの実⾏団体で事業の⽬的・⽬標がより明
らかになされた 
・複数の実⾏団体で緊急⽀援により課題が明
らかになされた 
・多くの実⾏団体で本助成事業の事業継続に
向けた取組みがなされている 

２ 

5.実⾏団体が⾃らの
組織マネジメントあ
り⽅、課題を明確化
する。 

①事業活動の担い⼿は増
えたか 
②組織マネジメントの課
題が明らかになったか 
③リスク対応、緊急⽀援
のための運営・体制（8 団
体） 

マネジメントシート
による/事業実施後
に組織マネジメント
シートを記載しその
分析を⾏う。 

2023年3
⽉ 

・複数の実⾏団体で担い⼿が増えた 
・⼀部の実⾏団体で担い⼿が不⾜している 
・⼀部の実⾏団体で企業連携により組織基盤
（主に会計・経理）の強化がなされた 
・複数の実⾏団体でコロナ緊急⽀援により課
題が明らかになり、その対応の強化がなされた 

２ 
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【⾮資⾦的⽀援】 
アウトプット 指標 ⽬標値 達成 

時期 
現在の指標の達成状況 進捗

状況
＊ 

6.PO が⾏う事前・中間
相談で、事業活動内容
のアドバイス、連携・協
⼒団体の紹介などを⾏
いその改善を図る。 

①連携・協⼒団体の数や属
性 
②連携・協⼒団体とのつな
がり⽅ 

10 段階で⽬標値を
置く/事業の実施で
地域の団体などとど
のようなつながりが
⽣じたか。 

2023 年
3 ⽉ 

・複数の実⾏団体で PO の助⾔等により連
携・協⼒団体数や属性が増加している 
・複数の実⾏団体で他団体と事業協⼒がな
され継続している 

２ 

7.PO が⾏う事前・中間
相談で、事業活動・組織
体制のアドバイス、関
連情報の紹介などを⾏
いその改善を図る。 

①事業の⽬的・⽬標の重要
性や課題が明らかになっ
たか 
②リスク管理、緊急⽀援の
あり⽅や課題が明らかに
なったか（8 団体） 

マネジメントシート
による/事業実施後
に組織マネジメント
シートを記⼊しその
分析を⾏う。 

2023 年
3 ⽉ 

・複数の実⾏団体への PO の助⾔等により
事業の⽬的・⽬標がより明らかになった 
・複数の実⾏団体への助⾔等で緊急⽀援の
あり⽅などの課題がより明らかになりその
後の活動に反映されている 

２ 

8.「中間報告会、報告会
の開催」などにより事
業活動の振り返り（評
価）⾒直しを⾏う。 

①連携・協⼒団体の数や属
性 
②連携・協⼒団体とのつな
がり⽅ 
③「⽬的の明確化」を重視
した事業の⽬的・⽬標の明
確化とその改善 

10 段階で⽬標値を
置く/事業の実施で
地域の団体などとど
のようなつながりが
⽣じたか。 

2023 年
3 ⽉ 

・中間報告会の開催により複数の団体で連
携・協⼒団体がなされ継続している 
・中間報告会の開催により⼀部の実⾏団体
でつながり⽅の参考し実⾏されてきている 
・中間報告会の開催により⼀部の実⾏団体
により事業の⽅向性などの参考にされた 

２ 

＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4 その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
6.(任意)⾮資⾦的⽀援の活動に関する報告 
・⼀部の実⾏団体とは、協⼒して制度的な課題を整理し、関係⾏政機関等への訪問・要請の準備を進めた。 
・⼀部の実⾏団体とは、共同のリーフレットを作成し、当該地域の企業等への働きかけ（活動の紹介、寄付等のお願い）を⾏うための準備
を進めた。 
・⼀部の実⾏団体とは、事後評価計画を共同で実施するための準備を進めた。 
・JANPIA 主催の「マッチング会」を通じて、⼀部の団体で企業による⽀援（プロボノ）が⾏われ、そのサポートを⾏った。 
・これまでオンラインを主に実施してきた⽉次ミーティングを複数の団体と対⾯で⾏った。 

 
③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
  ・「休眠預⾦活⽤事業サイト」及び⾃団体以外に特になし 
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2.広報制作物等 
  ・特になし 

3.報告書等 
  ・特になし 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
 ・中間報告会の開催（5 ⽉ 21 ⽇） 
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添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（中間報告会（オンライン＋対⾯）の様⼦） 
 
 
 
 

（中間報告開催チラシ） 

 

 


